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制作概要
　 2000年 8 月10日よ り 9 月10囗まで
　匚ミ ラ ス 国際彫刻 シ ン ポ ジ ュ ウ ム ］が開
催 され、日土彫刻家 協会の 招聘 を受け、
参加 した。
　彫刻 シ ンポジ ュ ウ ム は、開催 され る地
に作家が集ま り、芸術 、文化に つ い て討
議するこ と、乂、市民 に彫刻制作の 過程
を公開 し、作品 を提供す る こ とで彫刻理
念 を伝 え、文化的な交流 をは か る こ とが
目的と される。
　 今同の 開催地で ある トル コ 共和国 ミラ
ス 市に は 、 近郊に古代 ギリシ ャ ・ロ ーマ
時代の 遺跡が数多く残 り、長い 歴 史の 変
遷 を彷佛 とさせ る 。 更 に 、 博物館 ・美術
館 も充実、占代文明の 偉大 さ をよ く伝え
て い る。
トル コ 共和国はそれ らの 文化遺産の地 に 、
後 か ら入 っ て きた遊牧的民族で あリ、多
民族国家で ある 。 その ため、異種多様 な
文化概念 を融合 させ るに至 っ て お らず、
国の 近代化の遅れ の 要因に もな っ て い る
こ とを自覚 し て い る ． ミラ ス 市は それ ら
の 状況を踏 ま え、こ の シ ン ポ ジ ュ ウ ム を
開催する こ と に より、未来に向けて新 し
い 文化理念 を創造 し、市民に伝え る こ と
と、現在 も産出する、過去の 文明を支 え
て きた と も言え る大理石 を有効活 用す る
加工技術、表現技法を期待 し て い ると考
え られた。
　 トル コ 人 作家 5 名、日本人作家 5名 と
40名を越すス タ ッ フ は そ の 課題 に答える
べ く討論を重ね、制作 し、作品と して 景
観 と調 和す るよ う設置 し た 。 ま た、多 く
の 市民 と40日問に 渡 り、様々 な交流がな
された こ と を、喜びと し て い る。
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シ ン ポ ジ ウ ム 歓迎 レ セ プシ ョ ン
古代ギ リシ ャ ・ロ マー の 遺跡前 で
トル コ 共和 国の 各民族舞踏 が紹介
され る。
シ ンポ ジ ュウ ム参 加 メ ンバ ー
囗本人作家 5 名 、トル コ 人 作家 5 名、ス タ
ッ フ 、学牛 、総豹40人 を越す大所帯。
この 写真 は、ほ んの 一部 。
［ボ ス ］写真プr
イ ス タ ン ブ ルー ．ミマ ルー シ ナ ン 芸術大学
彫刻科教授 フ ェ リ ト ・オ ズ シ ヤ ン 氏．
オル ガ ナ イザ とー して様 々 な 問題 を抱 え込
ん だ が 、さすが タフ な人物、乗り切 っ た．
匚採 石 ］
ミラス 近郊 に は 多 くの 大理石 採石場が
ある。縦穴 と横穴 をつ な ぎ、ワ イ ヤ ー
を通す。ワ イヤ はー環状 に され、引き
な が ら回 転 して石 を切 る。
［据 え付］
経験豊か な作家が 集ま り、慎重な 据え伺 け
作業。42度を越えた気温 も．こ の 唄は 凌 ぎ
や す く、快 調の ままに終 r。安堵の 声が 聞
こ える。
［作 品］
山 の姿、樹本の 形 、空の 色 、全て 異 な る地
で 、現 代彫 刻の 概念 が ほ とん ど無 い トル コ
市民の 前に 、個性あ る作品 が 出現 。若 干の
危惧 もあ っ た が 、すん な り受 け入 れ られ た、
［作 品 」
彫刻の 目的も 多様 で あ り、写 真の作 品 は今
回 の シ ンポ ジ ュ ウ ムの 解 答 の
一
つ で あ ろ う
と思 わ れ る．
作品は すで に機能 して い る 。
繊細に レて 華麗．シ ン ポジ J ウ ム
会場周辺には．驚くべ きほ ど質の
高 い 遺跡がほ在する．
有名な 古代 都巾工 ブ スー は 、現 代
の 都市剖画 に も、その 文 HAの 光 を
投げか ける，
工 ・一ゲ海 の 最南端ボ ドル ム譛
歴 史過産 ・自然環境 は観北資源と して
世界 の 1 ノプ ク ラ ス 。
［切削 ユ
図面に より、工 場で 石取 を
する。こ れで 予定の 変更 は
で きない 。日本人通訳 はい
る が専門性 が高 く、四苦 八
苦。
［レ ッ カ 移ー動 ］
切削⊥ 場 か ら シ ンポ ジ ュ ウ
ム 会場 に石 材の搬 入。
傷が で た り、大理石 の 紋様
が気 に入 らなか っ た りした
ら差 し換 え、また遅 れ る。
［荒取 ］
ダ イヤ モ ン ドブレ ードで切
削し、玄能 （ハ ン マ ）ー、
鑿、コ ヤ ス ケ で 削 （は つ ）る 。
ドイ ツ 髪9、　ト丿レ コ 製、　日本
製の 電動機器や 道具 が混在
する。
［研磨］
セ ラ ミ ッ ク レ ジ ン400番で
エ ア ポー リ ッ シ ャ にー よる
研磨作業、後 は 手作 業、サ
ン ドペ パー 6ー00番、8〔幡
で表 面処 理 で、完了。
［仕⊥ げユ
シ ンポ ジ ュ ウ ム 作品 は個人
制作を越 え た 在 り方、
ミマ ルー シ ナ ン 芸術大学学
生 と本学美 術 ・デ ザイ ン学
科専攻科学生 7名が参加。
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